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皮膚科 領域 にお け るBMY-28100の 基礎 的 ・臨床 的研 究

渡辺亮治 ・石橋康正

東京大学医学部皮膚科学教室*

皮 膚 科 領 域 各 種 感 染 症 に対 して,新 セ フ ェ ム系 抗 生 物 質 で あ るBMY-28100の 治療 効果 を検 討 した 。

対 象 患 者 は10例(男 性7例,女 性3例,年 齢20～49歳)で,そ の 内訳 は 毛嚢 炎5例,痛2例,炎 症 性

粉 瘤2例,二 次感 染1例 で あ っ た0BMY-28100は1回250な い し500mgを1日3回 経 口投 与 と し,

投 与 期 間 は3～11日,総 投 与 量 は2250～12750mgで あ っ た。 治 療 成 績 は 治 癒3例,著 明改 善2例,

改 善2例,や や 改 善3例 とな り,改 善 以 上 の 有 効 率 は70.0%で あ った 。 病 巣 分 離 菌 の 内 訳 はcoagu-

lase-negative staphylococci5株,Staphylococcus aureus2株,Peptostreptococcus prevotii1株 で あ り,投

与 後 に は効 果 判 定 不 明 の3株 を除 く5株 が消 失 した。

副作 用 は1例 に 中等 度 の下 痢 が認 め られ た。 臨 床 検 査 値 異常 は1例 も認 め られ な か っ た。
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BMY-28100は プ リス トル ・マイヤーズ研究所株式会

社で開発された新セフェム系抗生物質であり,セ ファロ

スポリン骨格の3位 に1-propenyl基 を もつ。本剤はグラ

ム陽性菌及びグラム陰性菌に対し広い抗菌スペクトルを

有 し,浅 在性皮膚化膿性疾患の主要な起因菌である,

Staphylococcus aureus,Staphylococcus epidemidisに 対 し,

強い抗菌力を有する。

また,本 剤は経口投与により高い血中濃度と持続性を

示す1)。

今回,我 々は皮膚感染症に対する本剤の有効性と安全

性を検討する機会を得たのでここに報告する。

1.対 象及び使用方法

昭和62年7月 から9月 まで東京大学医学部付属病院

皮膚科を受診 した患者のうち,毛 嚢炎5例,癌2例,炎

症性粉瘤2例,二 次感染1例 の合計10例 を対象とした。

性別では男性7例,女 性3例 で,年 齢は20歳 から49歳,

平均36.2歳 であった。

BMY-28100の 投 与方法は1回250mgな い し500mgを

1日3回 とし,投 与期間は3日 から11日 であった0全

例食後投与であった。

II.効 果 判 定

自他覚症状は下記のごとく群別に分けて評価 した。

I群:丘 疹 ・膿庖 ・硬結

II,IV,V群:硬 結 ・自発痛 ・圧痛 ・発赤 ・腫脹

III群:発 赤 ・水庖 ・びらん ・発疹新生

VI群:自 発痛 ・圧痛 ・腫脹.膿 苔付着 ・浸出液

各症状は3+:高 度,2+:中 等度,+:軽 度,-:

な し,の4段 階で評価 した。

投薬終了時に全般改善度の判定を実施 した。

細 菌学 的 検 査 は投 与 前 後 に行 うこ と を原則 と し,菌 の

同定,薬 剤 感 受 性 測 定 は東 京 総 合 臨 床 検査 セ ン ターに よ

り実 施 さ れた 。

細 菌 学 的 効 果 の判 定 は,起 因菌 の 判 明 した 症例 につ い

て,そ の 消 長 に よ り下記 の5段 階 で 判定 した 。

1:消 失(検 体採 取 が不 可 能 と な った場 合 も含 む)

2:減 少

3:不 変

4:増 加

5:菌 交代,た だ し判 定 不 能 の もの は不 明 と した。

副 作 用 に 関 して は,問 診 で 有 無 を調 べ た 。 また,投 薬

前 後 に 可 能 な 限 り血 液 学 検 査,血 液 生 化 学 的検 査,尿 検

査 を実 施 した。

III.成 績

Table1,2に 全 症 例 の 内 訳 と治 療 成 績 を示 した 。 その

結 果 の 全 般 改 善 度 は10例 中,治 癒3例,著 明 改善2例,

改 善2例,や や 改 善3例 で,改 善 以 上 の有 効 率 は70.0%

(7/10)で あ っ た。 病 巣 よ り起 因 菌 また は病 原 菌 を分離

し得 た も の は7例 で あ り,分 離 菌 の 内 訳 はcoagulase-

negative staphylococci(CNS)5株,S.aureus2株,Peptos-

treptococcus prevotii1株 で あ っ た。 本 剤 投 与 後 に は不 明例

3株 を除 く5株 は総 て 消 失 し,消 失 率 は100%で あ っ

た。

こ れ ら臨 床 分 離 株 に 対 す るMICをTable3に 示 す2)。

BMY-28100のMICは 皮 膚 感 染 症 の主 要 な起 因菌 で あ る

CNS,S.aureusに 対 し,methicillln resistant S.aureus

の1株(症 例10)を 除 くと0.2～3.13μg/mlで あ り,従 来

のcefaclor(CCL),cefadroxil(CDX)に 比 べ1～3管 程優 れ

た抗 菌 活 性 を示 した。

*東 京都文京区本郷7-3-1
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本剤投与によると思われる副作用として中等度の下痢

が1例 認められたが,投 与の中止により症状は消失した。

臨床検査値については,本 剤に起因すると思われる異常

値は認められなかった(Table 4)。

ハ1.考 察

皮膚科領域ではCNS,S.aureus等 のグラム陽性菌によ

る感染症が多いため,こ れらに抗菌力を有するセフェム

系抗生物質が使用 される機会が多い.今 回,ブ リスト

ル ・マ イ ヤー ズ 研 究 所 株 式 会社 で 開 発 され た

BMY-28100は 非 エステル型の新セフェム系経口抗生物

質であり,グ ラム陽性菌に対し強い抗菌活性を持つ。

今回の治療試験においては10例 中,治 癒3例,著 明

Table 2. Clinical efficacy of BMY-28100

Table 3. Sensitivity of organisms to BMY-28100, CCL, CDX, ABPC and AMPC

*CNS: coagulase -negative staphylococci

CCL: cefaclor CDX: cefadroxil ABPC: ampicillin AMPC: amoxicillin



VOL.37 S-3 BMY-28100の 臨床 的 研 究 821



822 CHEMOTHERAPY DEC. 1989

改善2例,改 善2例,や や改善3例 で,70.0%の 有効率

が得られ,副 作用については下痢が1例 に認められた他

はなく,臨 床検査値異常例もなかった。細菌学的には,

分離8株 中5株 が消失,消 失率は100%で あ った。分離

菌に対するMICはCCL,CDXに 比べ明らかに優れていた。

以上の成績からBMY-28100は 皮膚科領域において有

用性の高い薬剤と考えられた。
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BMY-28100 IN DERMATOLOGY

RYOJI WATANABE and YASUMASA ISHIBASHI

Department of Dermatology, Faculty of Medicine, Tokyo University,

7-3-1 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo 113, Japan

We investigated the therapeutic efficacy of BMY-28100, a new cephem antibiotic, in various dermatological infections.

We treated 10 patients (7 males and 3 females, aged 20-49 years) comprising 5 cases of folliculitis, 2 of furuncle, 2 of
inflammatory atheroma and 1 of secondary infection. The daily dose of BMY-28100 was 750-1500mg orally for 3-11 days,
and the total dose was 2250-12750mg. Evaluation of therapeutic results showed 3 cases cured, 2 cases remarkable

improved, 2 cases moderately improved and 3 cases slightly improved; the overall clinical efficacy rate was thus 70.0%.

The following bacteria were isolated from the sites of infection : 5 strains of coagulase-negative staphylococci, 2 of

Staphylococcus aureus and 1 of Peptostreptococcus prevotii.

Bacteriological efficacy was unclear in three of the isolated strains, but all theother strains were eradicated.

As to side effects, diarrhea occured in one case. No abnormal laboratory test values were suspected of having been caused

by BMY-28100.


